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　皆さんに読んでほしい小
説やエッセイ、旅行記や絵
本など、バラエティーに富
んだ本を紹介します。

BOOK
今月のおすすめ

日本全国見物できる古代遺跡100
　遠足気分で古代を体験しよ
う。建物が復元、出土品が展示、
当時の生活を疑似体験、といっ
た古代遺跡を全国から100カ所
を選びガイド。写真約300点と
地図付き。

誰かに教えたくなる老舗の底力
　本間之英、篠田達／共著

　あんぱん、インドカリー、鎌
倉ハム、親玉まんじゅう…。創
業者たちは、いかに創り出し、
いかに商ったか。おいしい味の
名店から、世界を驚嘆させた「マ
ジックインキ」まで、全国「老
舗」123社の商売繁盛の極意。

手づくり木工大図鑑 
　木材の種類や工具の使い方と
いった基礎知識から、木工製作
の基本技術までを収録する。ほ
かに、ヨーロッパの名門木工工
房、日本の木工の匠15人の作品
なども掲載。

ふしぎなナイフ
中村牧江・林建造／作　福田隆義／絵
　どこにでもある普通のナイ
フ。硬くて冷たいナイフが次々
と形を変える。まがる、ねじれ
る、おれる、われる。とける。
そしてどんどんふくらむと…。
不思議なイメージが膨らむ絵
本。

年に一度の神事
戸田神社神幸祭12

　山田区最古の神社とさ
れる戸田神社（米野井）
で、12年に₁度子の年に
行われる神幸祭が10月17
日に行われました。
　猿田彦を先頭に、稚児
など、色鮮やかな装束に
身を包んだ総勢約100人
の氏子たちの行列は、神
社の長い石段からゆっく
りと神輿を下ろし、大勢
の地元住民に見守られな
がら阿玉川地区まで渡御
しました。
　渡御終了後は、木内神
楽保存会による神楽の奉
納や歌謡ショーが行わ
れ、普段は静寂に包まれ
ている境内も、多くの観
衆により、賑やかな雰囲
気に包まれました。

▲長い石段から神輿を下ろす氏子たち

不要・廃棄の本や雑誌をリサ
イクル

ふるさとフェスタ会場で図書
館所蔵の本や雑誌を無料で提

供します。

■日時・場所　11月23日㈷　9時ごろ～
　佐原中央図書館玄関脇

問い合わせ　佐原中央図書館　☎(55)1
343

10月19日認知症でも安心な千葉に!!
　認知症への関心と理解
を深めるため、「認知症メ
モリーウォーク・千葉in
香取」が開催され、認知
症の患者や家族など約150
人が参加しました。参加
者は、約2.5kmのコース
を「認知症でも安心な千
葉に！！」と呼びかける
横断幕を掲げ、小野川沿
いなどで街頭啓発活動を
行いました。

10月25日心に響く歌と太鼓
　山田公民館恒例、やま
ゆりコンサートが開催さ
れました。第1部は、シャ
ンソン歌手の府馬和歌子
さんによるステージ。第
₂部は、ＹＡＭＡＤＡ星
太鼓の皆さんによる太鼓
と獅子舞の演舞が披露さ
れ、訪れた人は、歌に演
技に、秋の夜長を堪能し
ていました。

10月26日秋に歌う月と星の名曲集
　ニューフィルハーモ
ニーオーケストラ千葉に
よる、県民芸術劇場香取
市さわら軒先コンサート
が佐原町並み交流館で開
催されました。「秋に歌う
月と星の名曲集」と題され
たコンサート会場に、観光
客など多くの人たちが訪
れ、すばらしい歌声と演
奏に魅了されていました。
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▲上宿台遺跡空中写真（上）、復元された土器（下）


